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〈道徳科の目標〉 
 よりよく生きるための
基盤となる道徳性を養う

ために，道徳的諸価値に
ついての理解を基に，自
己を見つめ，物事を多面

的・多角的に考え，自己
の生き方についての考え
方を深める学習を通し

て，道徳的な判断力，心
情，実践意欲と態度を育
てる。 

〈町の方針と重点〉 
 一人一人に「生きる力」を

育む指導の充実。児童生徒が

主体的になって学習に取り組

むための指導を充実させると

ともに，言語活動を充実さ

せ，基礎的・基本的な知識及

び技能を一人一人に確実に身

につけさせる指導の徹底と，

思考力・判断力・表現力及び

学びに向かう力・人間性等を

高める指導の充実。 

心豊かで，実践力の

ある子どもの育成 

～仲間とともに， 

やり抜く子～ 

研究主題 

自己の生き方について考えを深め， 

よりよい生き方を求める児童の育成 

〈研究内容１〉指導計画の工夫 

（１）児童の実態を分析し，それを基にした主題

構成表の作成 

（２）全教育活動で道徳性を高めるための，児童

の実態に合った道徳の時間と他の教育時間

との関連の作成 

〈研究内容２〉指導方法の工夫 

（１）児童と教材の分析を基にした， 

 4つの理解に関わる発問の工夫 

（２）自己の生き方を見つめさせる 

指導の工夫 

〈児童の実態〉 
・様々な活動に仲間とともに，積極的に

取り組むことができる。 

・相手のことを考え，親切にしようとす

る思いやりのある児童が多い。 

・正しいとわかっていても，行動に移す

ことをためらう児童が多い。 

〈理想の児童 

（研究仮説）〉 
道徳的諸価値に迫るため

の教材分析や指導の工夫を   

行ったり，全教育活動と関

連させたりすることで，自

己の生き方についての考え

を深め，よりよい生き方を  

求めていく児童 


